
令和 4 年度自己評価結果と考察 
 
＜結果＞ 







 









 











 



 
 
 
 
 
 
 



＜考察＞ 
 
【出来ている】【おおよそ出来ている】が 80％をしめている項目は 15 項目。【できていな
い】【意識しているができていないことがある】が 20％を超える項目は 21 項目あった。 
また【できている】が 80％を超えた項目は【園で知りえた情報を園外で他言していない】
であるり、【できていない】が 10％を超えた項目は「保護者が安心して相談できる関係性を
築くことができている」であった。【できていない】【意識しているができていないことがあ
る】が 50％を超えた項目は【勇気をもって、相手の為になることをアドバイスしている】
であった。 
園の保育理念や教育方針を理解していると考えている職員は、具体的な保育内容や園児

との関りについての項目にも【できている】【おおよそできている】と答えている。また、
一定数が【意識しているできていない】と答えていることを鑑みると、自己評価の判断基準
に個人の差異が見られる可能性がある。 
不適切保育に関する項目については、【園児の尊厳を傷つけるような関りをしていない】

【園児の前で批判するような言葉を使っていない】【一人の人間として園児の人格や個性を
尊重している】【すべての園児に公平性を持って接している】４つのいずれも 85％以上の職
員が【できている】【おおよそできている】と回答している。 
注目する点としては、【仲間を意識した遊びや活動でルールや友達と一緒に楽しむ体験を

取り入れている】の項目で 30％を超える職員が【意識しているができていない】と認識し
ている点など、【できていない】【意識しているができていない】の回答が多かった項目につ
いて、なぜ職員たちがそう感じているのかという背景を、職員の個人面談等で確認しながら、
法人が改善できる点、現場の業務や教育保育を見直す点、職員自身の能力を高めたり努力し
たりすべき点、の 3 点からの振り返りを行い、具体的な対策の検討を行っていかなければ
ならない。 


